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本書は、Christian Bühring-Uhle の1996年の単著を Lars Kirchhoff と
Gabriele Scherer が加わって 10年ぶりに改訂したものである。改訂部分とし
ては、初版に対して、別途インタｰネットで閲覧可能な各国仲裁機関の仲裁規
則や調停規則等を収めた付録部分（約80頁）を省略し、そのかわりに、最新
実務デｰタ等に基づき内容を全面的に見直すとともに、例えば、ビジネス実務
において大変価値のある調停支援材料（Chapter 7: Tools and Techniques to 
support Business Mediation）等を追加した。これによって、ビジネス実務に
かかわる者にとって「Like a fine wine, it has become richer with age.」と言
えるほどにより奥深くなり読後の味わいが増した。（Foreword by Professor 
William W. Park）
ところで、本書は、国際的な紛争解決の実務にかかわるビジネス関係者に
とって大変有益な内容・提言が含まれているにもかかわらず、この2006年改
訂版はもとより1996年の初版さえも私の知り得る限りでは未だ紹介がなされ
ていないので、この機会をお借りして以下に本書の概要等を簡潔に紹介した
い。
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さて、著者の問題意識は、「国際的ビジネス紛争を最もうまく解決する方
法は何か？」である。そして、著者の結論は、「各国の裁判所の裁判管轄等
の制約のある裁判よりも柔軟性のある仲裁を選択し、仲裁に調停等の ADR
（Alternative Dispute Resolution、代替的紛争解決）を組入れることによっ
て、紛争当事者（以降「両当事者」）の利益に焦点を当てた交渉がより容易に
なされ、両当事者の利益を最大化するための同意的な解決策・解決結果に至
ることが可能となる。」である。
それでは、本書の構成と要旨を以下に紹介したい。
最初の Part One: Challenges of Conflict Management の Chapter 1 で
は、世界経済のグロｰバル化の進展のなかで益々複雑化しながら増加してい
る国際ビジネス取引において、衝突は不可避であるが、各国の裁判所の裁
判管轄権や中立性等の問題があるので、国際的仲裁を選択する等の Conflict 
Management が必須であると主張する。
Part Two: International Commercial Arbitration の Chapter 2 では、例外
的な場合もあるが一般的には、ニューヨーク条約によって加盟国での仲裁判
断の執行が担保されている仲裁こそが両当事者のニーズに応じた柔軟な手続
と両当事者の満足度の高い結果をもたらすと主張する。
Chapter 3 では、仲裁の各プロセスを Initiation、Pre-hearing、Main-
hearing、そして Post-hearing の4段階に分けて説明しながら、「（最近の）仲
裁は、当初のよさである身軽さを失い、セレモニｰや形式的要求が多くなり、
裁判のように時間のかかる手続になってしまった。」と結ぶ。
Chapter 4 では、ビジネス現場での実地調査の結果、仲裁の所用時間とコ
ストは意外にも裁判と同様に多くかかっているばかりか、両当事者にとって
好ましい同意的解決に至るための制約も存在すると主張する。
Part Three: Alternatives to Arbitration の Chapter 5では、両当事者の
潜在的利益を満足させるような合法的で長続きする解決策をよい Conflict 
Management によってもたらすべきである。即ち、法的なバックアップを背
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後に置きながら、技能のある第三者による調停によって解決の障害やジレン
マを交渉理論や技術で乗り越え、建設的な交渉の枠組みを作り上げることに
よって両当事者の利益を創造すべきであると主張する。
Chapter 6では、ADR の基本的な特性である当事者自治や柔軟性等に触れ
るとともに、ADR の Prototype ともいえる調停とともに Mini-Trial や Fact-
Finding 等を紹介し、ADR の強みと弱みに触れる。そして、利益ベースの問
題解決型の調停と権利ベースの法的結果予見型調停が実際の調停では混在し
ていることが多いとし、ADR 実務の蓄積と科学的分析によって将来、国際的
ビジネス紛争解決における ADR の役割が益々増大すると主張する。
Chapter 7では、ビジネス調停を支援するためのツール・技術として、新た
に、Mind Mapping（問題の鳥瞰図）と Litigation Risk Analysis（訴訟結果
フロｰチャｰト）の作成、および Brainstorming（自由な議論を通した価値創
造）の実施を提唱する。
Chapter 8 では、ADR に関する国際法が存在せず、競合的手続を排除でき
ず、結果の最終性や執行性を保証することもできないので、ADR 手続を国際
商事仲裁の枠組みに入れることによってそれらの問題解決を図るべきである
と主張する。
Part Four: Synthesis の Chapter 9では、効率的・有効的な Conflict 
Management（この場合は調停をさす）を仲裁人が行おうとするときに遭遇
するジレンマ（手続の効率性・有効性と手続の公正さ（自然的正義）とのジ
レンマ）について触れ、仲裁人と調停人を別人にすべきと主張する。そし
て、次の図のような利益ベースの交渉や調停を中心とした循環サイクルのな
かで、両当事者の合意的解決部分を最大化することによって両当事者の利益
の最大化を達成すべきと主張する。
そして、Part Five: Conclusion では、“Alternative” resolution という言葉
はミスリーディングである。なぜなら、調停等の利益ベースの交渉ストラク
チャーこそが国際的紛争解決の主な手段となるべきであり、仲裁や裁判はそ
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のバックアップとしての役割として位置付けられるべきであるから、と主張
する。そして、調停と仲裁は相互に排除しあうものではなく、現代的ビジネ
ス紛争解決手続デザインによる統合システムにおいて相互に補い合う要素で
あると結んでいる。
最後に、評者の感想等を以下に述べたい。:　ビジネス実務において著者が
提唱する紛争解決スキームは国際的に事業を遂行する会社にとって大変有用
であり、特に、Chapter 7のビジネス調停を支援するためのツール・技術や既
述の循環サイクル図は両当事者の利益の最大化をもたらす手法として今なお
斬新で優れたものである。（なぜなら、今なおこれらがビジネス実務に十分普
及しているとは到底言えない状況であるから。）しかし、ビジネス実務者に
とって国際的紛争解決のためにもっと有益で実戦的な方策を求めることに関
しては掘り下げが不足している。例えば、著者等が懸念する「仲裁人のジレ
ンマ」については、仲裁人と調停人とを常に峻別して選任すべしと結論づけ
るのではなく、別の方法での解決も模索すべきではないだろうか？具体的に
は、当事者自治の原則のもとで、諸リスクを第三者（中立人）より両当事者に
十分に説明しながら、同一人による調停等の ADR 手続に潜在するリスクの
【参考 : 循環サイクル図】（p.268）
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詳細について両当事者から合意（Informed Consent）を適時適確に文書にて
とりつける等によって、手続の公正さを担保するスキームが保証される。即
ち、現代のビジネス実務のニーズに十分に応えるために、「調停等 ADR と仲
裁との組合せのメリットを存分に発揮させることのできる新たな多様な道」
ないしは「紛争両当事者の時間・コスト・リスクをミニマムにしながら、両
当事者の利益を最大化する新たな多様な道」の理論的可能性を更に広く深く
探ることが、残された課題である。

